
直 島 町 下 水 道 事 業 経 営 戦 略 【 概 要 版 】

１．改定の趣旨と概要

本町の下水道事業は、平成４年度に事業認可を受け、平成１０年度に供用を開始しました。令和６年度末に
おける当事業利用者は2,659人であり、行政人口の90％以上の町民が利用しています。そしてこれまで、
健全な経営を確保するために平成28年度に中長期的な基本計画である経営戦略を策定しました。
しかし、今後の人口減少や物価高騰、施設老朽化が懸念され事業環境はますます厳しくなっています。そ
の環境下においても町民生活に必要なサービスを安定的に提供できるよう、現行の経営戦略を改定します。

➢ 対象事業…直島町特定環境保全公共下水道

➢ 計画期間…令和８年度～令和１７年度

➢ 関連計画…第５次直島町総合計画等

２．特定環境保全公共下水道事業の現状

（１）使用料収入の推移 【横ばい傾向】 （２）経費回収率の推移 【横ばい傾向】

令和６年度における各種経営指標は、経常収支比率が127.2％で採算は確保できており、経費回収率
は93.3％で他団体と比較して高い水準を確保しています。 また、近年の経営状況の推移については、
人口減少が進む中でも水洗化率が徐々に上昇しているため、使用料収入、経費回収率ともに横ばいで推
移しています。加えて、本町の使用料単価（水量1㎥あたりの使用料）は他団体と比べても高い水準にあ
り、受益者負担によって概ね処理コストを賄えている状況です。
しかし、現状は一般会計補助金にて黒字を確保しており、独立採算は実現できていません。加えて、今
後事業環境も厳しくなることが予想されるため、サービス維持のための取組を実施する必要があります。

３．将来の事業環境

将来人口については、直島町人口ビジョンによると令和６年度から令和１７年度にかけて、△137人
（△4.7％）減少することが予測されています。また、水量についても人口減少に伴い減少することが見
込まれています。

（１）将来人口推計 【減少】 （２）将来水量推計 【減少傾向】

４．経営の基本方針

５．投資・財政計画

将来における事業環境を鑑み、投資・財政計画を策定しました。現状の使用料単価が他団体と比較して
も高い水準のため、使用料改定を実施しないことを前提としています。この場合、使用料収入は徐々に
減少し、経費回収率も下降することが予測されます。
また、一般会計繰入金（資本的収入も含む）は令和13年度から増加に転じることが予測されることから、
経費回収率80％以上の確保にむけて、本経営戦略期間の後半において使用料の改定を検討します。

（１）投資・財政計画

（２）目標指標

（３）目標達成に向けた主な取組

✓ 使用料改定の検討
計画期間後半に改定の検討を実施します。

✓ 水洗化率の向上

✓ 包括的民間委託等の検討

６．事後検証・更新に関する事項

経営戦略推進のため、毎年度進捗管理（モニタリン
グ）を実施します。
また、10年計画のうち５年目にあたる令和12年に
経営戦略の見直し（ローリング）を実施します。
なお、モニタリングにあたっては、計画対実績の乖
離を検証し要因を分析するとともに、乖離幅が大き
く計画達成が困難であると判明した際には、その時
点で経営戦略の見直しを実施することとします。

安全・安心な下水道の維持管理を継続し、
町民の衛生的で快適な生活環境の維持に
努めます。

基本理念

１．現状を踏まえたうえで適切かつ計画的な運営
２．事業執行体制の効率化
３．収入の確保と負担の適正化
４．水洗化の推進

基本方針

✓ 投資の平準化に向けた取組

✓ 再生水等の活用

✓ 広域化・共同化の検討

➢ 一般会計繰入金（資本的収入含む）

➢ 経費回収率
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